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平成 26年 11 月７日 

各 位 

                             会 社 名 明治機械株式会社 

                             代表者名 代表取締役社長  河野 猛 

                             （コード番号 ６３３４ 東証第二部） 

                             問合せ先 取締役総務部長  高工 弘 

                             （TEL．03－5295－3511） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年５月 13 日に公表いたしました平成 27 年３月期第２四半期（累計）の業績予想（連

結・個別）を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１． 業績予想の修正 

(1) 平成 27 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想の修正(平成 26 年４月 1日～平成 26年９月 30 日) 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,714 117 71 71 7 円 48 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 1,977 △86 △41 △1 △21 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △737 △203 △112 △72  

増 減 率            （％） △27.2 － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年３月期第２四半期） 
2,256 △63 △73 △108 △11 円 40 銭 

 

(2)  平成 27 年３月期第２四半期（累計）個別業績予想の修正(平成 26 年４月 1日～平成 26 年９月 30 日) 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,967 88 46 46 4 円 85 銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 1,287 △87 △54 △97 △10 円 30 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △680 △175 △100 △143  

増 減 率            （％） △34.6 － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年３月期第２四半期） 
1,722 △57 △50 △83 △8 円 85 銭 

 

２ ．修正の理由 

 (1) 連結業績予想 

  ① 売上高 

    当社において、得意先関連業界の設備投資減退の影響を受け、当初受注予定していた大型プラント工事案件の計

画中止、並びに当社及び連結子会社の受注予定案件の延期や逸注があったことにより大幅な減収となる見込みであ

ります。 
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  ② 営業利益、経常利益、四半期純利益 

    売上高の大幅減少を受け、損益関係についても減益となる見込みであります。また、営業外収益として償却債権

取立益 36 百万円、特別利益として保険解約益 50 百万円を計上いたします。 

    この結果、平成 27 年３月期第２四半期（累計）の売上高 1,977 百万円、営業損失 86 百万円、経常損失 41 百万

円、四半期純損失 1百万円となる見込みであります。 

 (2) 個別業績予想 

  ① 売上高 

    連結決算と同様に、大型プラント案件の計画中止のほか、受注予定案件の延期や逸注により、大幅な減収となる

見込みであります。 

  ② 営業利益、経常利益、四半期純利益 

   連結決算同様、大幅な売上高減少の影響により減益となる見込みであります。また、営業外収益として償却債権

取立益 36 百万円、特別利益として保険解約益 50 百万円の計上のほか、特別損失として、８月１日付の連結子会社

の吸収合併に伴う抱合せ株式消滅差損 93百万円を計上いたします。 

    この結果、平成 27 年３月期第２四半期（累計）の売上高 1,287 百万円、営業損失 87 百万円、経常損失 54 百万

円、四半期純損失 97 百万円となる見込みであります。 

 

    なお、通期の業績予想（連結・個別）につきましては、平成 26 年 11 月 11 日に予定しております平成 27 年３月

期第２四半期決算の発表時にお知らせする予定であります。 

 

(注) 上記の予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいて算出したものであり、実際の業績は今後の様々

な要因により予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


